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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   めーぷる保育園 

報告作成日：     2021 年  10 月 20 日（評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2021 年 6 月上旬～7 月中旬】 

・評価機関の担当者より、法人理事長及び施設長、事務担当へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育

所版自己評価シート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2021 年 6 月 17 日～2021 年 6 月 25 日】 

・配布：全園児の保護者（42 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2021 年 9 月 15 日、9 月 17 日】  

■9 月 15 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、3 歳児、4 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（施設長、事務担当） 

 

■9 月 17 日 

①各クラスの保育観察（1 歳児、2 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（理事長、施設長、事務担当） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2021 年 9 月 15 日、9 月 17 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 特定非営利活動法人もあなキッズ自然楽校が運営するめーぷる保育園は、横浜市営地下鉄グリーンライン

の北山田駅から徒歩 3 分の場所にあり、近隣には自然豊かな里山があります。園は鉄筋コンクリート造 6 階

建ての 1 階部分に位置しますが、玄関を入ると木のぬくもりを感じます。園では、木育に取り組んでおり、

廊下や壁、椅子やテーブル、ロッカーや玩具棚、木を 1 本くり抜いて作ったトンネルの遊具等、室内は化学

物質を使わない神奈川県産の「無垢の木材」や「自然素材」の建材や家具に囲まれ、子どもたちが 1 日を通

してくつろいで過ごせるよう環境が広がっています。玄関を入り右手に事務室、左手に子どもたちの園生活

の様子を撮影した写真が木の額縁とともに飾られています。園内を進むと、右手に 0，1 歳児の子どもたちが

過ごす部屋があり、左手に給食室があります。子どもたちが日ごろから給食室での調理の過程を覗けるよう、

子どもたちの背丈に合わせたカウンターが設置されています。さらに園内を進むと、2~4 歳児の子どもたち

が過ごす部屋があります。活動に応じて静かな遊びと動ける遊びを十分にできるよう空間を整えるとともに、

食事と睡眠の場所を分けることで、一人ひとりが自分のペースで過ごせるよう配慮しています。 

 園では、「森のようちえん」という保育スタイルに取り組んでいます。森のようちえんという保育スタイル

では「自然の中で、子どもたちの力を信じ、見守りながら育てる」をもとに、「毎日外で過ごします」「一人

ひとりの感性を大切にします」「体験しながら成長していきます」という活動内容を大切にしています。その

ため、子どもたちの自発性を大切にし、五感で体験することで「不思議だなぁと感じる心」（センス・オブ・

ワンダー）を育んでいます。戸外では近隣の里山をフィールドとして、小川の中に入り水の冷たさを感じた

り、土の上に転がり土の感触や木のぬくもり、花の匂いを感じたりするなど、五感を存分に使った体験が日々、

行われています。また、食育にも取り組み、園から子どもの足で 20 分～30 分程度の場所にあるキッズファ

ームで、四季折々の野菜や果物等を育て、給食の時間でいただくなどの経験もしています。さらに、法人の

理念の一つに「Family Growing Together 子どもも大人もみんな一緒に育ち合いましょう！～子どもだけで

なく保護者と保育者も、みんなで子育てを楽しみながら育ちあうことを大切にします～」を掲げ、在園児の

親子を対象としたファミリーイベントや、卒園児も多く参加する海山プログラムを実施し、海や山をフィー

ルドとした自然体験を行っています。これらのつながりが、保護者への長期的なサポートにも活かされてい

ます。 

 法人では、「100 年先を見つめる保育園プロジェクト」に取り組んでいます。その一つとして、持続可能な

保育環境を増やすため、再生可能エネルギーの活用や地産地消、消費に対するマインドを変えることなどを

テーマに掲げ、園においても、市の風力発電の利用や、地元業者の食材の使用、また間伐紙の使用やエコ印

刷等に取り組んでいます。 
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1．高く評価できる点 

○日々、里山をフィールドとして、五感を十分に感じる戸外活動が繰り広げられています 

 園では、「森のようちえん」という保育スタイルに取り組み、近隣の里山をフィールドとして、子どもたち

が自然の中で遊び、さまざまな体験を通して、「生きる力（考える力・行動する力・コミュニケーション力）」

を身につけられるようにすることを大事にする保育スタイルが実践されています。そのため、晴れの日も雨

の日も、子どもが主役になって外で遊びます。年間保育計画には「期待される保育資源」の項目が設けられ

たんぽぽやどんぐり、キンモクセイやつばきなど季節に応じた植物や、おたまじゃくしやザリガニ、コオロ

ギやカエルなどの生き物等が記載され、季節で移り変わる自然をフィールドとして、子どもたち一人ひとり

の興味や自発性に応じて活動が展開し、豊かな経験ができるよう配慮されています。また、子どもたちが十

分に遊び込めるよう、「おむすびの日」を設け、戸外でおむすびを食べ、朝から午後のおやつの時間まで十分

に遊び込める時間を設けています。このような、自然の中での五感を使った日々の体験を通して、「不思議だ

なぁと感じる心」（センス・オブ・ワンダー）も育まれています。保育者は子どもたちの育つ力を信じて、待

ち、見守り、子どもたちの主体性を最大限に尊重することを大切にしています。 

 

〇各種会議が定期的に実施され、事例検討等を通して日々の保育実践を振り返る体制があります 

 園では、各クラスの子どもたちの様子について話し合う「クラスミーティング」、園全体で子どもたちの様

子の共有や事例検討等を行う「めーぷるミーティング」が定期的に開催されています。また法人全体での研

修会が年に 3 回実施され、その中では、園や職種を越えたグループワーク等を行い、日々の保育実践を振り

返り質の向上につなげています。また「リーダーミーティング」と呼ばれる、系列園のクラスリーダーが集

い、保育の質の向上のためのグループワークを行うミーティングや、「FT ミーティング」と呼ばれる、常勤

職員を対象としたミーティング等も実施され、一人ひとりの職員に応じたグループワークや事例検討等で

日々の保育実践を振り返る機会が設けられています。また、日頃から、園長と職員は具体的な事例をもとに、

一人ひとりの職員の良さを大切にしながら、振り返りの機会を設けることで、さらなる質の高い保育実践に

つなげる取り組みを実施しています。 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇朝の会などを通して、自発的で対話的な深い学びが実践されています 

園では、その日の活動について、子どもたち同士で話し合い、活動内容や場所などを決めます。保育者が

「昨日は何が楽しかった？」などと尋ねると、子どもたちから楽しかったことや、またやりたいことなどの

意見が出てきます。保育者は、一つひとつの子どもたちの意見に十分に耳を傾け、また子どもたちに返して

いきます。このようなやり取りの中で、活動内容や活動場所が徐々に決まっていきます。子どもたち同士の

中で折り合いがつかない場合は、他のクラスの職員と連携し、2 つの活動を行ったり、また別の日に行うこと
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や少し遊んで違う場所に行くことを提案するなど、一人ひとりの子どもたちが納得してから活動が始まりま

す。戸外先でも、保育者は子どもたちの「～したい」という自発性を大切にし、対話を通して、活動内容が

展開されていきます。このような取り組みの中で、日々子どもたちの自発的で対話的な深い学びが繰り返さ

れています。 

 

〇ファミリーイベント等、保護者と子どもたちの成長を共有できる機会が設けられています 

 園では在園児の保護者を対象とした「ぷるぷるめーぷる」と呼ばれるファミリーイベントが年 4 回程度行

われています。ぷるぷるめーぷるでは、普段子どもたちが遊んでいる場所で一緒に散歩をしたり、クリーン

アップ活動として公園のゴミ拾いなどを行ったりしています。また、綱引きやリレー、山登りなども行い、

保護者同士のつながりや職員とのつながりを深める機会となっています。さらに、保護者同士が集まる機会

が望まれていることを把握し、保育者も参加の「パパ会」「ママ会」が実施されました。日頃の保育でも保護

者の保育参加が随時可能となっており、子どもたちと一緒に散歩に出かけ、昼食を食べるなどの機会があり

ます。参加後に保護者に感想を伺うことで、保護者と子どもの成長を共有できるよう支援につなげています。 

 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇園の方針や具体的な保育実践について、日々のコミュニケーションの中で保護者とのさらなる共 

有が期待されます 

園では入園説明会を毎月開催し、理事長、施設長、事務局が園の方針や具体的な保育実践、保育者の関わ

り等で大切にしていることなどを説明しています。また、進級する際にも改めて、園が大切にする「森のよ

うちえん」という保育スタイル等について説明しています。さらに、随時保育参加が可能な環境を設けると

ともに、キッズファームでは月 1 回、畑の日を設け保護者も参加できる機会を作っています。また、年 4 回

程度の在園児の親子が参加するファミリーイベントも開催しています。 

今後は、保護者との日々のコミュニケーションの中で、理念に裏付けられた具体的な保育実践についての

さらなる共有が行われ、法人の理念の一つである、「Family Growing Together 子どもも大人もみんな一緒に

育ち合いましょう！」が達成されていくことが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2021 年 9 月 15 日、9 月 17 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

 一面に草が広がり、小川が流れる丘陵に遊びに来た子どもたち。立ち乗りの散歩バギーや４人乗りの

バギーから降りると、子どもたちは思い思いの遊びを始めます。土の上をハイハイで移動し、土の感触

を楽しむ子どもや、浅い小川の中に入り、冷たい水の感触を楽しむ子どもなど、五感を存分に使いなが

ら探索活動を楽しんでいます。保育者は子どもたち一人ひとりの様子を、保育者同士で声を掛け合い、

安全面に配慮しながら見守っています。小川から少し離れた所に、水たまりを発見した子どもたちは、

早速、水たまりの中に入り水の音や感触を楽しみます。ピチャピチャと水の音が鳴り、うれしそうな子

どもたち。保育者はその様子を見守りながら、一緒に水たまりに入り子どもたちの楽しい気持ちを共感

していました。水たまりで遊んでいるとふと、小さな石を見つけた子どもがいました。保育者が「見せ

て」と優しく語り掛けると、後ろに隠してニコッと笑っていました。その様子を見ていた、同じ園のお

兄さんが「見せて」と言うと、そっと見せてあげる姿が見られました。その後、木の陰に隠れてかくれ

んぼを楽しんだり、指差しをしながら保育者に見つけたものを伝えるなどの姿も見られました。保育者

は終始、子どもの発見や探索を大切にし、子どもの後ろにつきながらゆったりとした時間が流れていま

した。土山の斜面をハイハイで登ったり、石や水の感触を十分に味わった子どもたちは園に帰る前に汚

れた服を着替え、すっきりした様子でした。立ち乗りの散歩バギーや４人乗りのバギーに乗った子ども

たちは、丘陵に遊びに来ていた地域の親子に手を振ったり、咲いている花などを眺めながら園に戻りま

した。 

 園に戻ると玄関の前にたらいを出して、順番に手足を洗ってもらいます。待っている間にバギーに隠

れて「いないいないばー」と楽しむ子どもや、自分でたらいの中に入り水をパシャパシャとしながら楽

しんでいる子どもなど様々な姿が見られます。保育者は一人ひとりの様子を見ながらも、注意すること

はなく子どもたちの自発的な姿を大切にしていました。その間に、「あったかいね」「足を洗おうね」な

ど水の感触を伝えながら、順番に洗っていました。 

 部屋に入ると給食です。配膳されると、手づかみで意欲的に食べ始める子どもや、スプーンを持って

食べる子ども、また保育者に介助されながら食べる子どもなど、一人ひとりのペースで食事を楽しんで

いました。保育者は「かみかみ」「あむあむ」など調理の職員と共に子どもたちの噛み具合などを確認し

ながら、食事の介助をしていました。 
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□1 歳児クラス 

朝の時間です。登園してきた子どもたちは思い思いの遊びを始めます。玩具で遊ぶだけでなく、押し

入れから布団を出して中に入ったり、パーテーションの隙間にハイハイで入ったりする子もいました。

保育者は子どもたちの様子を見ながらも、無理にやめさせることはなく一人ひとりの自発的な遊びを大

切にしているようでした。しばらく自由遊びを楽しんだ後、散歩に出かけます。玩具を片付け、遊んで

いた隣のスペースに布団を敷き、おむつを取り替え、お茶などを用意して出発です。 

玄関に行き靴を履く子ども、長靴を履く子ども、左右違う靴を左右反対に履く子どもなど、年上の子

どもの真似をしながら自分たちで準備を始めます。立ち乗りのバギーに乗ったり、保育者と手をつない

で出発しました。 

今日の遊び場は小高い丘陵で、大きな木がありたくさんの季節の花が咲いていました。蓮の花が咲く

池には、鯉などもいました。また、ザリガニが釣れる水路など、五感を存分に味わって遊べる素材が満

載でした。子どもたちはドングリ集めを楽しんだり、水路を渡り、池の淵に座って足を水につけてジャ

ブジャブと水の感触を楽しんだりしていました。ドングリを集めていた子どもたちは、手にいっぱい持

つ子、帽子に緑色のドングリだけを集める子など思い思いに遊んでいました。集め終わると水飲み場で、

みんなでドングリを洗うことも楽しんでいました。 

また、丘陵には地域の親子も遊びに来ていました。シャボン玉をしている親子がいると、子どもたち

は皆一緒にシャボン玉を追いかけるのを楽しんでいました。途中で靴下と長靴を池に流してしまった子

がいました。その様子に気づいた同じ園の４歳児の子どもが、釣りに使う木の枝で取ってくれるなどの

光景も見られました。池のふちでは一生懸命「カーメー」と呼んでいる子がいます。保育者に話を聞く

と、池でカメが見られるとのことでした。 

11 時過ぎ頃に、お茶の時間となり、みんなでお茶を飲みました。その後、靴下や靴、帽子などがある

かを確認し、保育者と手をつないだり、裸足のまま立ち乗りバギーに乗ったりしながら園に帰ります。

園に向かう途中の道路にコンクリートミキサー車が止まっていました。子どもたちは、上から水を入れ

て混ぜている様子を真剣に見ていました。 

園に着くと玄関の前に 2 つのたらいが用意され、足を洗い着替えをします。たらいの中にずっと座っ

ている子や小さい容器を持ってきてたらいの水を外に汲み出す子、たらいごとすべての水を外に出して

しまう子など様々な子どもの姿が見られました。保育者は子どもたちを注意したり、叱ったり、せかし

たりせず、見守りながら進めていました。 

 

 

 

□2 歳児クラス 

朝の自由遊びでは、乗り物の絵本を囲んで「これ持ってる」などの会話を楽しんでいる子どもたちや、

木製のブロックを高く積み上げている子ども、また寝転がってゆったりと過ごしている子どもなど思い

思いの時間を過ごしていました。しばらく遊んでいると保育者が「お外行こう」と子どもたちに声をか

けます。「みんな帽子持っていくからね」などと声をかけると子どもたちは用意し、玄関に向かいます。
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みんなが揃い出発です。保育者と手を繋ぐ子どももいれば、子ども同士で手をつなぐ子どもなど、一人

ひとりのペースで散歩をします。途中で手をつなぎたくないと座り込む子どもがいました。保育者はせ

かすことなく子どもの声に耳を傾け、どうするかを考えます。結果、手をつなぎたくないという思いを

大切にし、友だちと友だちの間に入って歩くことになりました。 

 散歩の途中に動物病院の前で「猫がいるかな」とのぞいたり、工事現場でショベルカーの様子を見た

り、保育者は子どもたちのペースに合わせて散歩をしていました。遊歩道を少し歩き、土山の斜面を安

定した足取りで登ると、広いグラウンドに出ました。保育者が大きなレジャーシートを敷くと、子ども

たちは靴を脱いでゴロンと横になり、園から持ってきた絵本を読んでもらったり、裸足になってドング

リを探しに行ったりと、思い思いの遊びを始めました。 

 しばらくすると、保育者が子どもたちに「葉っぱを集めて、葉っぱパーティーをしない？」と提案し

ます。子どもたちは葉っぱパーティーに興味を持ち、子どもたち同士で「これあげる」など話しながら

帽子に葉っぱをたくさん集めて持ってきます。葉っぱだけでなくドングリも集め、葉っぱパーティーの

準備をします。オレンジや黄色の葉っぱをレジャーシートに並べ「これは黄色だね」などの会話も保育

者と交わします。 

 ドングリ集めに夢中の子どもたちは、ドングリを集めたり、斜面に転がしたり、投げてみたり、木の

枝で石をたたき音を聴いてみたり、ドングリを使ってベンチでお買い物ごっこをしたりと思い思いの遊

びを十分に楽しんでいました。途中でドングリの取り合いになりそうな場面も見られましたが、保育者

は注意することなく子どもたちを見守り、子どもたちは「こっちをあげる」など自分たちで話をして解

決する姿が印象的でした。 

 帰る時間が近づいてきました。保育者が子どもたちに靴を履くことを伝え、順に靴下を履いたり靴を

履いたりして支度を終えると遊歩道を歩き園に向かいます。途中で虫を見つけると子どもたちと一緒に

保育者も観察し、最後は子どもたちが「バイバーイ」「お家に帰ってね」など虫に声をかけ、園に到着し

ました。 

 

 

 

□3 歳児クラス 

朝登園すると、子どもたちは自分のロッカーにリュック、水筒、帽子、着替えなどをしまい身支度を

済ませます。朝の時間、自由遊びをしばらく楽しんだ後、朝の会が始まります。子どもたちが集まり、

どこに何をしに行くかをみんなで話し合って決めます。「化石や動物を探す」「虫取りをする」「恐竜の卵

を見つけて育てる」「お化けを探す」など、様々な意見が出ます。保育者は一つ一つの意見を聞きながら、

他の子どもたちにどう思うかを尋ねます。子どもたち全員が納得するまで話し合い、最終的に動物を探

しに行くことになりました。 

子どもたちは散歩の準備を始め、みそ汁を飲んでから出発します。出発前に一人の女の子が泣き出し

ました。他の子は、「セミを取る」と言って長い網や虫かごなどを用意し首からかけて待っています。保

育者は、泣いている女の子の話をじっくりと聴くと、「暑くて嫌だった」と言うことが分かりました。ノ

ースリーブになり、笑顔の女の子は、みんなが待っている玄関に来て出発です。 
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会話をしながら、遊歩道を子どもたちのペースに合わせて歩きます。歩きながら、遊歩道に沿って流

れる水路に小さい網をつけ、何かをすくったりしている子どももいます。 

遊歩道の途中から斜面を少し登りとても広い場所に出ました。斜面にキノコがあり「行きたくない」

という子どももいましたが手をつないだら登ることができました。子どもたちはリュックをベンチや斜

面に置き、遊び始めます。 

ベンチで塗り絵をする子ども、地面にアリの巣をたくさん描く子ども、何人かの女の子は砂でケーキ

作りを始めました。砂のケーキにドングリや小さい花のトッピング、また葉っぱをちぎり上からかけた

り、白砂をかけたりしてデコレーションを楽しんでいました。また、前日の雨でできた水たまりがいく

つかありその中に身体ごと入ったり、中に座ってバシャバシャと感触を楽しむ子どももいました。何人

かの男の子が、広場から離れた場所に行きました。保育者は子どもたちの名前を呼びますが「戻りなさ

い」や「そっちに行かない」などは言わず、子どもたちの様子を見ながら一人ひとりの子どもたちの自

発的な遊びを大切にしています。けんかになりそうな場面では、保育者が率先して介入することはせず、

自然と子どもたち同士で認め合い解決しているようでした。 

ケーキを作っていた女の子が、お母さんにも食べさせてあげたいと言いました。リュックから傘の袋

を出してドングリを詰めてうれしそうな表情です。お昼が近くなり、小さな昆布を食べてから園に戻り

ました。園に戻ると、裸足になった子どもは保育者に足を拭いてもらい、着替えをし、手洗いをしてか

ら給食の時間になりました。 

 

□4 歳児クラス 

虫取り網や虫取りかご、リュックに水筒をもって、遊歩道を歩いている子どもたち。観察者に出会う

と、元気に挨拶をしてくれました。遊歩道は子どもたち一人ひとりの興味に沿って歩いて行きます。途

中で一人の子どもが「こっちに行きたい！」と言いました。保育者は他の子どもにどうするかを相談し、

行き先を決めながら歩いて行きます。横断歩道を渡る際は、子どもたちがしっかりと安全確認ができて

から渡ります。保育者は子どもたちが話していてなかなか渡れないと「なかなか渡れないね」と子ども

たちに伝えます。子どもたちは自分たちで気づき、安全を確認してから渡ります。遊歩道を歩いていく

と、広い丘陵に出ました。子どもたちは早速とんぼを見つけ「虫取り網！！」など声をあげながら、何

人かの子どもが集まって虫取りが始まります。また丘陵の上に行き、ヤッホーしたいという子どもがい

ると、保育者は一緒について行き、「ヤッホー」と声を上げみんなを呼んでいます。丘陵には小川が流れ

ています。子どもたちは小川を食い入るように見て、ザリガニを探しています。その様子を見て、散歩

をしていた通りがかりの地域の方も一緒に覗き込みます。 

 一人の子どもが保育者に話しかけています。どうやら友だちとの間で何かあったようです。保育者は

子どもの意見を十分に聴いた後、相手の子どもに一緒に伝えに行きます。互いの気持ちを十分に受け止

めたうえで、「順番に降りるのはどう？」など提案していきます。保育者は終始、一方的に伝えるのでは

なく、子どもたちに提案したり、子どもたちが自分で気づけるよう関わっていました。 

 子どもたちが遊んでいると、犬の散歩をしていた通りがかりの地域の方がカマキリを見つけ、子ども

たちに渡していました。子どもたちは少し興奮しながら、カマキリがたくさんいる場所を教えてもらい
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探しに行きました。また、とんぼを捕まえると、その周りに数人の子どもたちが集まり、「怖い」「オス

は大丈夫だよ、動くもの食べないから」など会話を交わしています。また、バッタを見つけると「跳ん

だ！！」「どうやって持つといいかな」など子どもたちが相談している声も聞こえてきます。 

 丘陵の落ち葉をチケットにした映画館が始まりました。石の座席に木のスクリーン。観察者も招待さ

れました。また、保育者と一緒にかごめかごめの遊びをしたり、ベンチに横になって葉っぱをちぎるの

を楽しんだりと、一人ひとりの子どもたちが思い思いの遊びを五感を使って十分に味わっている様子が

見られました。保育者は声を掛け合いながら一人ひとりの興味に応じて安全面にも配慮しながら見守っ

ていました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や方針は、ホームページや園生活のしおり、

リーフレット等に記載され、園が実施する保育の内容

や特性を踏まえた、目指す方向や考え方を読み取るこ

とができます。 

・保育方針として、「1．Sharing Nature 自然と共に分

かち合おう！～一緒に自然を感じ、共感することを大

切にします～」「2．Play a lot とことん遊びつくそう！

～遊びの中で様々な体験をしながら育つことを大切

にします～」「3．Family Growing Together 子どもも

大人もみんな一緒に育ち合いましょう！～子どもだ

けでなく保護者と保育者も、みんなで子育てを楽しみ

ながら育ちあうことを大切にします～」を掲げ、具体

的な保育実践の 5 つの特長として、「1．森のようちえ

ん」「2．食育」「3．木育」「4．ファミリーイベント」

「5．長期的なサポート」が挙げられます。 

・理念や基本方針は、理事長より入職時のオリエンテ

ーションにて「子どもの健全育成環境を守る」こと等

について伝えられるとともに、各種園内会議や日々の

保育実践の振り返りの中で職員への周知が図られて

います。 

・保護者に対しては、毎月実施される入園説明会や入

園直前説明会にて、法人の理念をはじめ、五感を使い、

驚いたり、感動したり、発見したりしながら日々を過

ごしていくこと等の具体的な保育実践について説明

をしています。利用者家族アンケートからも、法人の

保育方針への理解が伺えます。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・社会福祉事業全体の動向については、市や区の施設

長会議に出席し、待機児童の現状や、保育の必要性が

高い年齢の把握等に努めています。 

・地域の各種福祉計画の策定動向等については、区の

担当課との協議を通して把握に努めています。一例と

して子育て支援の必要性や、保育要件の緩和傾向との

関連が考えられる保育のサービス化等について協議

する中で、各種福祉計画の情報の把握につなげていま

す。また、市や区の施設長会議では各園の外国籍の方

への支援方法や行事等の進め方についてなどの情報

共有を行っています。 

・定期的なコスト分析については、保育所利用者の推

移に伴い、法人事務担当による毎月の予算管理ととも

に四半期ごとに担当税理士と分析を行い、当園を含め

た法人全体で適正な予算管理を行っています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・園の経営課題として、勤務環境改善を取り挙げ、理

事長、理事、監事、事務局事業部長が参加する毎月の

理事会で共有するとともに、理事長、事務局長、事務

局事業部長が参加する事業推進会議で検討されてい

ます。また、理事長、法人内の施設長、事務局が参加

し実施されるエリア会議等では、各園の実態を踏まえ

具体的な取り組みにつなげています。 

・具体的な取り組みの一例として、現在実施されてい

る、各クラスの子どもの様子について話し合うクラス

ミーティング、園全体の決め事や事例検討等を行うめ

ーぷるミーティング、各施設のリーダーとしての保育

の質の向上のためのグループワーク等を行うリーダ

ーミーティング等の各種会議の時間設定について、超

過勤務にならないよう園全体のシフト等を含めた体

制作りに取り組んでいます。 
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3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

C 

 

 

・中・長期計画として、人材育成に重点を置き取り組

んでいます。具体的には、園の職員配置が保育経験年

数に応じバランスよく配置できるよう、新人職員と中

堅職員の育成を挙げています。 

・人材育成の一環として、研修の充実を図っています。

保育経験 1~2 年目の職員を対象とした研修をはじめ、

管理職の研修等も行っています。また、年 3 回開催さ

れる法人全体の研修では、法人内の系列園の職員と職

種を越えてグループワーク等を行うことで、知識や技

術の研鑽につなげています。 

・今後は、現在取り組まれている人材育成について、

具体的な成果等を設定することにより、実施状況の評

価を行える内容として、中・長期計画を作成されるこ

とが期待されます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 C 

・単年度計画として、中・長期計画で重点が置かれて

いる人材育成について取り組んでいます。具体的には

年に 3 回実施される法人全体の研修で、年度当初には

法人の基本的理念や今年度の具体的な取り組み、方向

性について理事長から職員に伝えています。2 回目以

降の全体研修では、半期のエピソードについてグルー

プワークを行い、具体的な保育実践について理解を深

めるとともに、系列園の具体的な保育実践を発表する

ことにより、法人全体の人材育成につなげています。

また、全体研修の後に、保育実践や遊びについて講演

会も実施しています。 

・今後は、現在実施されている人材育成について単年

度計画を作成し、実施状況の評価を行える計画となる

ことが期待されます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

 

 

 

 

 

 

・事業計画は、毎月行われる理事会や事業推進会議等

で理事長、理事、監事、事務局長、事務局事業部長が

参加し予算計画を基に検討されています。 

・現在は、事業計画の具体的な内容について職員と共

有する機会はありませんが、法人全体の研修等におい

て、法人が目指す方向性や具体的な取り組み、また入
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映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

B B 
職した職員が夢をもって保育に取り組むことができ

ることを大切にしていることなどについて理事長が

全職員に伝えています。 

・今後は、理事会や事業推進会議等で検討された内容

について、系列園の施設長が参加して行われるエリア

ミーティング、系列園のリーダーが参加して行われる

リーダー会議、さらには各園で実施される会議等で共

有することで、法人全体が目指す内容が記載された事

業計画の職員への周知及び理解につなげることが期

待されます。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・保護者等への事業計画の周知への取り組みついて

は、年に 3 回程度実施される運営委員会において行事

等の予定など計画に関連する内容を部分的に共有し

ています。また、入園説明会等を通して、事業計画に

も関連する、園の方針や具体的な保育実践等について

伝えています。 

・当園を含めた法人全体の事業計画については、園が

所在する市民局に提出しています。保護者を含め、常

に閲覧可能な体制となっています。 

・今後は、園が掲げる保育方針の一つである「Family 

Growing Together 子どもも大人もみんな一緒に育ち

合いましょう！～子どもだけでなく保護者と保育者

も、みんなで子育てを楽しみながら育ちあうことを大

切にします～」を踏まえ、保護者等と園が目指す方向

性を示した事業計画のさらなる共有が期待されます。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

 

 

B 

 

 

A 

・日ごろの保育については、その都度具体的な事例を

もとに施設長が職員一人ひとりと対話しながら、職員

自身が気付けるよう振り返りを行っています。また、

毎月 1~2 回程度行われるクラス会議にて、クラスの子

どもの様子や関わり方等について振り返りが行われ

ています。さらに園全体の決め事や、事例検討、子ど
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□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

  

 

 

もの様子の共有などが行われる、めーぷるミーティン

グが毎月 2 回実施されるなど、組織的に保育内容につ

いて振り返る体制が整えられています。 

・園全体として、年に 1 回「めーぷる保育園 保育の

計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価」に取

り組み、自己評価を行い、さらなる保育実践の向上に

つなげています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・職員一人ひとりの具体的な保育実践の振り返りや、

クラスミーティング、めーぷるミーティングでの振り

返りを通して具体的な保育実践への取り組みにつな

げています。 

・振り返りの際は、職員一人ひとりの視点を大切にし、

どのようにしたいかなど対話を通して具体的な保育

実践が見出せるようにしています。その際に、職員一

人ひとりの良さや子どもたちへの向き合い方などを

尊重し、振り返りを通して経験を積み重ねていくこと

で、具体的保育実践の着実な取り組みにつなげていま

す。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・施設長は園の職員一人ひとりが、その人らしく保育

に取り組めるようにすることを大切にしています。園

全体の職員の様子を把握するとともに、各種会議や

日々の関わりの中で、施設長の役割として職員同士の

ファシリテートを意識しています。 

・施設長は、法人全体の情報共有や決定事項等につい

て話し合われるエリアミーティングに参加し、法人の

方向性や思いなどを職員に伝えています。 

・保育実践の振り返りの際は、職員一人ひとりの保育
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□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

実践の思いや背景を聞きつつ、どのような保育がした

いのかなど対話を通して職員自身が気付けるよう配

慮しています。 

・不在時の権限委任等については、施設長の不在時は

主任が担当し、地震、火災、不審者対策等フローチャ

ートで定められ明確化されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

B 

・遵守すべき法令等については、本部と連携し、社労

士、弁護士の指導のもと把握に努めています。具体的

には、労務関連として有給休暇や最低賃金、社宅等に

関連する法令及び具体的な内容について把握してい

ます。また、個人情報保護に関連する内容についても

把握し、これらの内容についてはめーぷるミーティン

グ等の職員会議で職員と共有しています。 

・環境への配慮等も含む幅広い分野について、法人全

体で間伐紙の使用やエコ印刷、市の風力発電所の利用

などを行い、関連する法令等の把握に努めています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・施設長は毎月 1~2 回程度行われるクラスミーティ

ングや、毎月 2 回園全体で子どもの様子を共有し事例

検討等を行うめーぷるミーティングに参加し、園が目

指す保育の方向性について定期的、継続的に振り返り

を行っています。 

・施設長は職員一人ひとりの保育実践における相談を

受ける中で、対話を通して職員一人ひとりの気付きを

大切にしながら、保育の質の向上と具体的な保育実践

に取り組めるよう援助しています。 

・研修に関しては、職員の自発性を大切に取り組んで

います。区の研修等について事務室に掲示し、参加希

望の職員が受講したり、職員自身が受講したい研修を

園に申し出て受講したりすることもあります。また、

年 3 回の法人全体の研修の実施や、救急に関する研修

等を全職員が受講することで職員の教育・研修の充実

につなげています。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 
  

・経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、毎月の

理事会で共有するとともに、事業推進会議で検討され
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□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

B 

 

 

A 

ています。また、理事長、法人内の施設長、事務局が

参加し実施されるエリア会議等では、各園の実態を踏

まえ具体的な人員配置、労務、財務等を踏まえ分析を

行っています。 

・施設長は年に 1 回実施される職員面談を通して、職

員一人ひとりのニーズを把握し、来年度の人事配置に

反映させるなど職員の働きやすい環境整備等に努め

ています。また、継続した勤務体制を整えるため、育

児休業の取得や法人内の系列園に子どもを預け勤務

できる体制づくり等にも努めています。 
 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・福祉人材の確保に関しては、毎月 1 回リクルーティ

ングセッションを開催し、法人の理念や概要の説明、

実際の保育体験を通して採用につなげています。ま

た、同時にインターンシップの説明も行い、毎年 5～

6 名のインターン生を受け入れ、採用につなげた実績

があります。 

・中・長期の事業計画及び単年度の事業計画として人

材育成を取り挙げています。事業計画では、新人職員

と中堅職員の育成を挙げるとともに、保育経験年数に

応じたバランスのよい職員配置ができるよう検討さ

れています。今後は検討されている内容を具体的な人

員体制の計画として作成し、福祉人材の確保と育成の

着実な実行が期待されます。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

 

 

 

 

・理事長、法人内の施設長、事務局が参加し実施され

るエリア会議等で各園の職員の状況を確認したうえ

で、一人ひとりの職員の個性が生かされる人事管理に

努めています。具体的には、系列園での異動やクラス

担任の組み合わせ、進級クラスでの継続した担任の配
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に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

B 

 

B 

置などについて検討し、人事配置を実施しています。 

・職員処遇の水準については、施設長、主任、各クラ

スリーダーの役割があり、理事会等で検討したうえ

で、一定の人事基準に基づき配置しています。 

・現時点では、園独自のキャリアパス等、職員が、自

らの将来の姿を描くことができるような具体的な仕

組みはありませんが、理事長は法人全体の研修等にお

いて、法人が目指す方向性や具体的な取り組み、また

入職した職員が夢をもって保育に取り組むことがで

きることを大切にしていることなどについて全職員

に伝えています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・働きやすい職場づくりとして、毎月 1 回、系列園の

施設長及び主任が参加し、職員の状況把握及びシフト

調整を行うシフトミーティングを実施しています。シ

フトミーティングでは、各職員の状況を共有し、早番

勤務や遅番勤務をはじめ、土曜保育出勤時の代休の確

保等を行っています。また、本部で有給管理表を作成

し、施設長と共有するとともに、職員同士で助け合う

コミュニティづくりを大切にし、職員の希望に応じた

有給休暇を取得できるよう配慮しています。さらに、

育児休暇や育児時短勤務等を周知し、職員の心身の健

康と安全確保のための環境整備に取り組んでいます。 

・施設長は日ごろから職員一人ひとりの個性や意見を

大切にしています。また、職員同士のファシリテート

の役割を担い、チームとして保育実践ができるよう配

慮しています。 

・園では、保育についてより語り合いたいという職員

の希望により、定期的な各種会議が実施されていま

す。会議の中でより具体的な保育実践について語り合

うことで、日ごろ職員が感じている悩み等も相談でき

るコミュニティづくりにつながっています。今後は、

会議の内容やシステムの見直しをすることで、超過勤

務にならない体制づくり等の勤務環境の改善を行う

ことを検討しています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 
  

・法人では、一律の「期待する職員像」を掲げず、職

員一人ひとりの個性を大切にした育成に配慮してい
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17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

ます。 

・職員一人ひとりの育成については、日ごろから具体

的な保育実践の振り返りの中で、「どのように感じた

か」「どうしたいか」と職員に投げかけ、自身で気付き

成長できるよう心がけています。また、振り返りの際

は「できなかった」ことではなく、「今後、こうしてい

こう」という視点を大切にしています。 

・年に 1~2 回、理事長と施設長との面談を実施してい

ます。面談の際は振り返りのシートを使用し、「できた

こと」「成長したこと」「保育の課題」「どのような保育

を目指しているか」「日々の努力」等、項目ごとに振り

返り、定期的な確認を行っています。 

・年 3 回実施される法人全体の研修では、研修後に施

設ごとに集まり、個々の目標等について全職員で共有

する場を設けています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・法人全体で年に 3 回実施される全体研修の他、社会

人研修及び施設長研修、救急法研修を計画し実施して

います。  

・法人では小学生を対象とした海山プログラムを実施

しています。海山プログラムは、海や山をフィールド

とした自然体験プログラムです。プログラムには、園

の職員も計画的に参加することが示されています。 

・理事長、施設長、事務局が参加し毎月 1 回実施され

るエリアミーティングや、各施設の施設長及び主任が

参加し毎月 1 回実施されるシフトミーティング等を

通して、法人内で自身の所属する園とは別の系列園に

1 日保育に入ることで、他の職員の保育実践を見て学

ぶ機会を取り入れるなどの内部研修が計画されてい

ます。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

 

 

 

 

 

 

・職員一人ひとりの専門技術や専門資格等の把握につ

いては、日々のコミュニケーションや各種会議、また

年に 1~2 回実施される職員面談等で把握しています。 

・法人全体で年に 3 回の全体研修を計画し実施してい

ます。全体研修では、職種を超えたグループワークや

各施設の実践報告、チームビルディングへの取り組み
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□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

A A 
等が行われ職員の職務や必要とする知識・技術水準に

応じた教育・研修につなげています。 

・新任職員の育成については、個々の相談に応じると

ともに、経験年数の豊富な保育者の姿から学べるよう

配慮しています。具体的には、互いを認め合うコミュ

ニティづくりを日ごろから心掛けることにより、コミ

ュニティの中で自然と学べる組織作りに努めていま

す。 

・職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加できるよ

う事務室に研修情報を掲示するとともに、区の研修等

への参加を促すこともあります。研修への参加は職員

一人ひとりの自発性を大切にし、自主的に申請し参加

することを推奨しています。研修後は、会議等で情報

共有を行い、全職員の学びにつなげています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成につい

て明文化し、実習生の受け入れを実施しています。 

・実習生については、実習日誌を通して振り返りを行

い、実習生の気付きを大切にしたフィードバックをす

ることなどを通した育成を心掛けています。また、保

育者のねらいや視点を共有することで職員にも気づ

きが生まれるという、相互の学び合いを大切にしてい

ます。 

・学校側との連携については、実習担当教員の直接の

巡回や電話でのやり取りを通して情報共有を行って

います。実習期間中においても、学校側との情報共有

を行い、継続的な連携を維持していくための工夫につ

なげています。その結果、採用につながった実績もあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 



21 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・保育所の理念や基本方針、保育の内容、事業計画等

については、園のホームページ上での公開や、園が所

在する市民局に提出するなど、運営の透明性を確保す

るための情報公開が行われています。 

・苦情相談窓口は、相談・苦情受付担当者を施設長、

相談・苦情解決責任者を理事長とし、苦情等解決規定

に定めています。また、第三者委員は自治会の副会長

が務めています。 

・区が主催する食育フェアに参加し、社会・地域に対

して、園の理念や基本方針等について伝えています。

食育フェアでは、園で大切にしている食育に対する考

え方や、子どもたちに人気のレシピ等について、1 枚

のパネルに文書と写真を使用して紹介しています。ま

た、市が主催するこどもみらいフェスティバルにも参

加し、子どもの遊び場作りにも取り組んでいます。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園における事務、経理、取引等に関するルール等に

ついては、経理規定に定められています。 

・経費の使用に関しては一定額以上の購入物の際は稟

議書を作成し、理事長決裁とし、一定額以下の購入物

は園長決裁となっています。 

・毎月の経理処理は事務局が担当し、法人担当の税理

士とともに定期的に確認しています。 

・年度末に監事により、園の事業、財務についての監

査支援等を実施しています。監査支援等の結果や指摘

事項については、総会で公表し、必要にもとづいて、

経営改善を実施しています。 
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る。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・園のホームページには、「地域で育てる、森のようち

えん」と示され、地域に根差した保育所運営を行うと

いう、地域との関わり方についての基本的な考え方が

文書化されています。 

・園内には、区の子育て情報誌や病児保育等の地域の

情報等が掲示され、活用できる社会資源や地域の情報

を保護者に提供しています。 

・園では日ごろから、園の理念を具現化した戸外遊び

に重点を置き、過ごしています。そのため、行先で地

域の方と触れ合うことなどが、日ごろから実施されて

います。 

・年間指導計画等に、「期待される保育資源」として、

たんぽぽやキンモクセイなど季節に応じた植物や、ザ

リガニやカエルなどの生き物等が記載され、自発的な

子どもたちの遊びの中で自然と活動の中に取り入れ

られています。「期待される保育資源」については、ぷ

るぷるめーぷると呼ばれる在園児の親子を対象とし

たファミリーイベントの中で、普段子どもたちが遊ん

でいる場所を一緒に散歩することを通して保護者と

共有されています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢は、ボラン

ティア活動申込書やインターン募集のご案内等に記

載されています。 

・法人では毎月、インターンに関する説明会を実施し

積極的な受け入れをしています。また、年に 3~5 名程

度の近隣中学校の職場体験の受け入れも実施してい

ます。 
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る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・個々の子ども・保護者の状況に対応できる社会資源

として、地域の関係機関・団体への緊急連絡マニュア

ルをまとめ、事務室に掲示しています。これらの内容

は、めーぷるミーティング等で全職員に共有していま

す。 

・関係機関、団体との定期的な連絡として、日ごろの

区の担当課とのやり取りや、市や区の施設長会議等で

の情報共有が挙げられます。また、ぷるぷるめーぷる

と呼ばれる在園児の親子向けのファミリーイベント

や卒園式等の際に、公園等の使用について区の担当課

と定期的に連絡を取り合っています。 

・療育センターの巡回相談を通して、一人ひとりの子

どもたちに適した関わり等について協議し、協働して

具体的な取り組みにつなげています。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

については、区のケースワーカーや児童相談所等の関

係機関との連携が図られています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉ニーズや生活課題等については、区の担

当課との日ごろからの連携等を通して把握に努めて

います。一例として、区内は転勤してきた世帯が多い

こともあり、子育ての孤立化や地域とのつながりの希

薄化により、一時保育利用のニーズがあること等を把

握しています。 

 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

 

 

 

 

・把握した福祉ニーズに基づき、一時保育の受け入れ

体制を整えるとともに、連携している他の一時保育を

実施している特定非営利法人の紹介等も行っていま

す。 

・区が主催する食育フェアに参加し、地域の方の子育
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□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

B 

 

B 

て相談等に応じるなど、把握した福祉ニーズ等にもと

づいて具体的取り組みにつなげています。 

・市が主催するこどもみらいフェスティバルにも参加

し、子どもの遊び場作りを行うことで、社会福祉分野

のみならず、地域コミュニティの活性化やまちづくり

などにも貢献しています。今後は、把握された福祉ニ

ーズ等にもとづき、離乳食相談や子育て講座などを行

うなど、保育所が有する専門的な情報を、さらに地域

に還元する取り組みが期待されます。 

 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもを尊重した保育の実施及び「倫理綱領」に関

する内容については、園のしおりや全体的な計画等に

森のようちえんという保育スタイルの説明の中で示

されています。森のようちえんの保育スタイルでは

「自然の中で、子どもたちの力を信じ、見守りながら

育てる」をもとに、「毎日外で過ごします」「一人ひと

りの感性を大切にします」「体験しながら成長してい

きます」という活動内容が記載されています。また、

大人の関わり方については、「子どもの育つ力を信じ

るということ」「待つ・見守る保育」等の保育者の姿勢

が明示されています。 

・園ではクラスの子どもたちの様子について話し合う

クラスミーティングをはじめ、園全体で事例検討等を

行うめーぷるミーティングが実施されています。また

系列園のリーダーが集まりグループワーク等を通し

た保育実践の検討や、FT ミーティングと呼ばれる、

系列園のフルタイムの職員が集まりグループワーク

等を通して事例検討を行う機会など、子どもの尊重や

基本的人権に関連する勉強会・研修を実施していま
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□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

す。 

・性差や文化の違いへの先入観による固定的な対応に

ついては、男女の違いや文化の違いではなく、一人ひ

とりの興味や関心、自発性にもとづいた活動を尊重し

ています。 

・入園説明会では、児童の権利に関する条約や、イン

クルーシブな視点等を踏まえ、子どもの人権、文化の

違い、互いに尊重する心について、その方針等を保護

者に示しています。また、英語のみの使用の家庭につ

いては、連絡帳をメールで配信し、英語に変換しやす

いようにするなど、具体的な取り組みも行っていま

す。 
 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・子どものプライバシー保護については、秘密保持に

関する誓約書等が整備され、園内会議等の実施により

職員への理解が図られています。 

・着替えや排泄の際には、外部から見られないように

配慮するなど、一人ひとりの子どもの気持ちを受け止

め、プライバシーに配慮した保育が実施されていま

す。 

・保護者へのプライバシー保護に関する周知として、

入園時に秘密保持に関する誓約書等を通して説明し

ています。また、日々の保育の中では、写真を掲示す

る際などに、事前に保護者に承諾を得てから掲示する

などの取り組みが行われていますが、利用者家族アン

ケートでは一部、写真の利用についての意見が述べら

れているため、個々に応じたさらなる説明が望まれま

す。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・園のホームページ等で、理念や方針、保育内容や園

の特性等を紹介しています。また、園のパンフレット

を区の担当窓口に置くなど、多くの人が園の情報を入

手できるよう取り組んでいます。 

・園を紹介するホームページや資料等は、写真やイラ

スト、動画等を取り入れ、誰にでも分かりやすいよう

工夫されています。 

・園の利用希望者に対して、毎月 1 回見学会を実施し

ています。見学会には、理事長、園長、事務局が参加

し、入園のしおり等を通して、園の特徴や一日の保育

の流れ、費用や制度等について説明しています。また、
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している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

その際に個別相談がある場合は、相談を受けていま

す。 

・入園を希望する方には、必ず見学に来ていただきた

いことを区のホームページに掲載するとともに、区の

保育コンシェルジュにも伝えています。区の保育コン

シェルジュが園の特色について理解を深めるために、

見学会に出席したこともあります。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育開始時には、入園前の個別面談にて重要事項等

について説明するとともに、入園に際して必要な児童

健康台帳等の書類の説明をしています。また、園の保

育スタイルでもある森のようちえんについて説明す

る中で、知ってほしいこととして、「小さなトラブル」

「遊びこむということ」を取り挙げています。「小さな

トラブル」については、友達とのけんかや遊びの中で

転んだり、ぶつけたりしてできる小さな怪我などの

『小さなトラブル』を経験するという事も成長に必要

な出来事の一つとしてとらえること、「遊びこむとい

うこと」については、遊びに夢中になり、服を汚すこ

とも気にせずに『遊びこむ』という経験こそ子どもた

ちに必要なこと等について説明しています。 

 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所の変更にあたり、転園先の園と子どもに関す

る情報のやり取り等を必要に応じて行ったことがあ

ります。 

・法人では、小学生を対象とした海山プログラムを実

施しています。海山プログラムは、海や山をフィール

ドとした自然体験プログラムです。これらのプログラ

ムには、卒園児も多く参加し、その際に保育所として

子どもや保護者等が相談できる機会が設けられてい

ます。今後は卒園、転園後の相談受付先について記述

した文書等を渡すなどの取り組みも期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

 

 

 

 

・日々の保育の中で、子どもの意見や、表情、活動の

様子等から子どもの満足の把握に努め、職員間でミー

ティング等を通して情報共有をしています。 

・園では、在園児の親子を対象としたぷるぷるめーぷ

ると呼ばれるファミリーイベントが実施されていま
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るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

す。ぷるぷるめーぷるでは、普段子どもたちが遊んで

いる場所を親子一緒に散歩をしたりして、クリーンア

ップ活動として公園のゴミ拾いなどを行っています。

実施後は、保護者アンケートを取るなど利用者満足を

把握する取り組みが行われています。またアンケート

内容により、保護者同士が集まる機会が望まれている

ことを把握し、保育者も参加する「パパ会」「ママ会」

の実施につなげました。 

 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・苦情解決の体制については、第三者委員を玄関に掲

示し共有を図っています。また、苦情解決規定を定め、 

苦情相談窓口は、相談・苦情受付担当者を施設長、相

談・苦情解決責任者を理事長としています。 

・日ごろから保護者とのコミュニケーションを大切に

し、相互の信頼関係が築けるよう努めています。その

際に、サービスの提供者と受給者のようにサービス的

に保育を捉えるのではなく、園の方針を基に相互に理

解が深まるようなコミュニケーションに取り組んで

います。 

・年に 3 回程度、各クラスの代表の保護者と、施設長、

主任が出席する、運営委員会が実施されています。運

営委員会では保護者の方が日ごろ感じていることな

どを共有しています。共有内容にもとづき、写真と文

書で子どもたちの様子をまとめたドキュメンテーシ

ョンの掲示などにつなげています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

  
・保護者が相談したり意見を述べたりする連絡先とし

て、園生活のしおり等に複数の連絡先が示されていま

す。 
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□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

B 

 

B 

・保護者が相談しやすいよう、時間帯に応じて個別の

スペースを設けるなど、意見を述べやすいスペースの

確保に配慮しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・日ごろのコミュニケーションから、保護者が相談し

やすく意見を述べやすいよう配慮しています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等については、苦情等解決規定が整備さ

れています。 

・職員は、把握した相談や意見について、施設長に報

告し、施設長は事務局に報告するとともに必要に応じ

て理事長に報告します。意見については、会議等で検

討されるとともに内容に応じて区の担当課と共有す

ることもあります。 

・利用者家族アンケートでは、「感染症対策」や「写真

販売」等についての意見が挙げられています。今後は、

保護者からの相談や意見に対して、個別のニーズも含

め、検討に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ること等の取り組みが期待されます。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・園内及び園外で起きた事故発生に対して、それぞれ

に事故発生対応フローチャートが整備され、園内に掲

示し、職員に周知しています。また、事故防止マニュ

アル、事故防止及び事故発生時対応マニュアル等も整

備し、リスクマネジメントに関する責任者を明確化し

ています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例について、ヒヤリ

ハットの記録を収集し、職員間で共有するとともに具

体的な事故防止への検討が実施されています。また、

事故発生時には、事故報告書にまとめ掲示するととも

に、ミーティングの中でリスクマネジメント会議を行

い、発生要因、改善策、再発防止策等について検討し

ています。さらに、事故報告書は法人内で情報共有し 
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□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ

いて、定期的に評価・見直しを行っています。 

 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・感染症対策について、保育所における感染症ガイド

ラインを整備し、職員と共有しています。 

・系列園のフルタイムの職員が参加して行われる FT

ミーティングの中で、ワークショップを通して嘔吐処

理の方法等について学ぶ機会を設けています。感染症

が流行する前に実施することで、感染症の予防に努め

ています。 

・感染症の発生や感染症対策等については、季節に応

じて流行しやすい感染症をミーティングや引継ノー

トを通して職員間で共有し、園全体で消毒等に取り組

むなど対策を講じています。保護者への情報提供につ

いては、感染症名と感染者数を記載し、玄関に掲示し

ています。 

・利用者家族アンケートでは、感染症対策に関する意

見が述べられています。回答結果を踏まえ、感染症対

策に関するさらなる保護者への情報提供等が期待さ

れます。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・災害時の対応体制として、事故防止マニュアル、事

故防止及び事故発生時対応マニュアルを整備すると

ともに、地震、火災等の発生時の具体的な対応が記載

されたフローチャートが園内に掲示され、災害時の対

応体制が決められています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、安心安全メールを使用し安否確認の方法が決めら

れ、すべての職員に周知されています。メールは、日

ごろから避難訓練や引き取り訓練、台風による休園等

の際に配信することで、保護者が安心安全メールに意

識が持てるようにしています。 
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□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

・食料の備蓄については、給食室で保管し給食スタッ

フが、管理者として整備しています。期限が切れそう

な非常食については、緊急時に子どもたちが無理なく

喫食できるよう、おやつなどで提供しています。 

・近隣の消防署より水消火器を借り、消火訓練に取り

組むなど、関係機関との連携にも努めています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

・標準的な実施方法については、法人の全体研修や系

列園の施設長が集まり実施される、エリアミーティン

グ、また系列園の主任が集まり実施されるガリバーミ

ーティングなど様々な研修やミーティングにおいて、

法人の保育理念を通して具体的な事例の積み重ねと

して共有されています。 

・標準的な実施方法、法人の理念にもとづいた保育実

践が実施されているかどうかを確認する仕組みの一

環として、クラスの子どもの様子について話し合うク

ラスミーティングや、園全体の子どもの様子の共有等

を行う、めーぷるミーティング等があります。その際

には、標準的な実施方法により画一的な保育実践とな

らないよう、各職員の個性や思い等を大切にした振り

返りが行われています。 
 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・保育の標準的な実施方法に関する事項については、

各種ミーティングやミーティングの中で行われる事

例検討、グループワーク等を通して振り返りが行われ

ています。また、日ごろから具体的事例について施設

長と職員は対話の中で振り返りを実施しています。 

・検証、見直しにあたっては、画一的な保育方法を提

案するのではなく、具体的な事例を通して、一人ひと

りの職員の思いや、「どうしたいか」等の自発性を大切

にした振り返りが行われ、具体的な実践や計画に反映

されています。 
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っている。 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・週案、月間指導計画等、各種指導計画の策定は、各

クラス担任が行い、施設長が責任者となっています。

各種計画は、全体的な計画にもとづき作成されていま

す。 

・保育開始前後におけるアセスメントについては、個

別面談を実施し、児童健康台帳、入園までの生活状況、

利用時間確認書等を使用し、子どもの既往歴や家族構

成、また 1 日の過ごし方等について把握し、職員間で

共有しています。 

・在園児に関するアセスメントについては、日々の観

察や振り返り、事例検討等を通して行われています。

また、一人ひとりの子どもの喫食状況や食べ方等を給

食スタッフと確認し、適切なアセスメントにつなげて

います。 

・支援困難ケース等の対応については、月 2 回実施さ

れる園の全体会議である、めーぷるミーティング等を

通して定期的なケースカンファレンスを実施し、実施

内容を全職員と共有し、適切な保育の実践につなげて

います。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・日誌、週案、月間指導計画、年間指導計画等の各種

指導計画は、見直しを行う時期を定め、適切に見直す

仕組みが整備され実施しています。また、全体的な計

画は年度末の各種指導計画の見直しの際に、関連個所

等の部分的な見直しを実施しています。 

・各種計画については、計画通りに進めるという枠組

ではなく、子どもたちの自発性や、今の興味や関心に

もとづいた、振り返りに重点を置き使用しています。

また、期待される保育資源という項目を設け、季節の

植物や生き物等、里山等のフィールドの中で五感を感

じ、十分に遊び込めるよう準備することなどが配慮さ

れています。 
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的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

・個別の指導計画については、食事や睡眠、トイレト

レーニング等の状況について家庭と情報共有し、個々

に合わせた取り組みが実施されています。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・児童健康台帳、入園までの生活状況、利用時間確認

書等に加え、各種指導計画等、園が定める統一した様

式によって、子どもの発達状況や生活状況等を把握し

記録しています。 

・各種指導計画には、前月末の子どもの姿を踏まえた

ねらいが立てられ、具体的な環境構成や配慮事項、季

節の植物や生き物等の保育資源が記載されています。

また、森のようちえんという保育スタイルに沿ったエ

ピソードが記述されています。エピソードの記述の中

では、子どもたち一人ひとり興味に応じた保育の見直

しが実施されています。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、各種指導計画等の提出物は、施設長が確認し、

内容に応じて主任と相談しながら、必要に応じて職員

一人ひとりとの振り返りを実施しています。 

・情報共有を目的とした会議として、月に 1~2 回程度

実施されるクラスミーティングや、月に 2 回実施され

る園の全体会議であるめーぷるミーティングが定期

的に開催されています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

 

 

B 

 

 

B 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する規定として、秘密保持に関する誓約書等がありま

す。規定にもとづき、個人情報が記載された書類等は

鍵付きの書庫に保管されています。 

・園で使用するパソコンには、担当者のみが使用でき

るフォルダ等の設定を行うなど、不適正な利用や漏え

いに対する対策が講じられています。また、園で撮影

した写真については、法人内のサーバーに保管するな

ど、個人情報保護の観点からセキュリティ対策が講じ

られています。 

・保護者に対しては、入園の際に秘密保持に関する誓

約書等を通して説明し、同意を得ています。 
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している。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・全体的な計画は、森のようちえん的全体的計画と称

され、園の理念や方針、目標にもとづいて作成されて

います。作成の際は、クラスごとに「子どもたちがど

んな姿になってほしいか」等のテーマをもとに、キー

ワードを出し合い作成しています。キーワードは、園

の理念に沿った具体的な項目である「身のこなし」「自

然とのふれあい・あそび」「危険予測」「人との関わり」

「心の成長」に沿って、年齢ごとの子どもの成長を共

有し作成しました。 

・全体的な計画は、自然の中で色、形、においに気づ

き、触れ、「不思議だなぁと感じる心」（センス・オブ・

ワンダー）を育むよう年齢期に応じた内容が系統的に

示されています。 

・全体的な計画は、年度末の会議等で事例検討に関連

しながら部分的に振り返りを行うことがあります。今

後は、年度末に全体的な計画を振り返るなど、定期的

な評価を行うことで、さらなる園の理念に沿った具体

的な実践につなげていくことが期待されます。 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

・室内の温度、湿度については、温湿度計を設置し、

定期的に確認するとともに必要に応じてエア・コンデ

ィショナーを使用し、適切な状態を保持しています。

換気は常に行い、子どもたちが快適に過ごせるよう配

慮しています。 

・室内は十分な採光が入るとともに、小さな照明を多

く設置することで、活動に応じて適度な明るさを保て

るよう工夫しています。天井は防音対策が取られ、過

ごしやすい音環境が保たれるよう工夫されています。 

・室内は、県内の木材を使った椅子や遊具、室内空間

が広がり、建材や家具には化学物質を使わない「無垢

の木材」や「自然素材」のものが使用され、子どもた
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

ちがくつろいで過ごせるよう配慮されています。また

一人ひとりの子どもが落ち着いて過ごせるよう、マッ

トや小さなスペースが設けられるとともに、静と動の

スペースを分けることなどにも配慮しています。 

・食事や睡眠の際に、心地よく過ごせるよう空間を分

けることやパーテーションを使用することで、寝食分

離した生活空間が確保されています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・日ごろから送迎の際に保護者とコミュニケーション

を積極的に図ることで、家庭環境等から生じる一人ひ

とりの子どもの個人差を十分に把握し、尊重していま

す。また、ぷるぷるめーぷると呼ばれる在園児の親子

を対象としたファミリーイベントを年 4 回程度行い、

保護者と保育者の相互理解に努めています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

保育者が判断するのではなく、目の前の子どもが「何

を感じ」「どのようにしたいか」を感じるとともに、子

どもに尋ねる等の関わりを行っています。 

・一人ひとりの発達を踏まえ、安全面も考慮したうえ

で、子どもたちの自発性を大切にしています。そのた

め、保育者は「待つ・見守る保育」を大切にし、せか

す言葉や制止させる言葉を不必要に用いず、共感や代

弁、また提案等を通して、子どもたちと関わり、子ど

もたち自身が体験の中から気づけるよう配慮してい

ます。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・基本的な生活習慣については、家庭との情報共有を

丁寧に行い、一人ひとりの発達や興味に合わせて食事

やトイレトレーニングなどを進めるよう配慮してい

ます。 

・生活習慣の習得にあたっては、子どもの「やりたい」

という意欲を大切にし、自分でできた際に「できたね」

と共感することで、一人ひとりが達成感を得られるよ

う配慮しています。そのため、「～しなさい」という言

葉がけではなく、「～やってみる？」「次は～するんだ

っけ」のように子ども自身が気づき、取り組めるよう

心がけています。 

・一人ひとりの子どもの自発性を大切にしています。

そのため、保育者が一斉に子どもたちに指示し、行う

のではなく、一人ひとりのペースに合わせて取り組め
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る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

るよう、待つ、見守る、促す等の関わりを大切にして

います。食事も一斉に行うのではなく、準備が整った

子どもから食事を始めるなど、一人ひとりのペースに

合わせて生活習慣が身につくよう配慮しています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自発的に生活と遊びができる環境を整備し

ています。室内では、静と動の遊びを分けることで、

遊び込める環境づくりに努めています。絵の具遊びや

クッキング等の活動においても、一斉活動として行う

のではなく、興味や関心をもった子どもたちが参加す

ることで、自然にクラス全員での活動となることがあ

ります。 

・戸外遊びの際は、幼児クラスの朝の会において、子

どもたちと「今日は何をしたいか」から話し合い、行

先や活動内容を決めるなど、子どもたちが自発性を十

分発揮できるよう援助しています。行先は、里山等の

自然豊かな場所が多く、子どもたちが身近な自然と触

れ合い、一人ひとりの興味や関心に応じて十分に遊び

込めるよう、保育者は連携しながら子どもたちを見守

っています。 

・行先では、地域の方と一緒に虫探しをしたり、地域

の親子と一緒に遊ぶことが自然と行われ、地域の人た

ちに接する機会、社会体験が得られる機会となってい

ます。 

・室内では、製作コーナーや粘土遊びコーナーを常設

するなど、様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫されています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・乳児が安心して保育士等と愛着関係が持てるよう、

保育者と 1 対 1 での関わりを大切にしています。ま

た、室内には化学物質を使わない「無垢の木材」や「自

然素材」のものが使用されていることで、安全面や衛

生面に配慮した環境となっています。また、長時間過

ごす子どもたちが、くつろげる空間となっています。 

・乳児から五感を十分に感じる保育環境づくりに配慮

しています。1 日を通して積極的に戸外に出て、水の

冷たさや土の感触、木のぬくもり等を十分に感じられ

るよう配慮しています。その際に、保育者間で安全面

への配慮の基準を共有しつつ、五感で体験できること

を大切にしています。 



37 

 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

・家庭との連携に関しては、夜の過ごし方や、休みの

際の過ごし方等について、送迎時や連絡帳等を通して

十分に情報共有を行うなど、連携を密にできるよう配

慮しています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもたち一人ひとりの自発性を大切にし、個々の

興味に応じて十分に探索活動ができるよう配慮して

います。一例として、保育者が子どもの後ろにつくこ

とで、子どもたち自身が自らの興味に応じて探索でき

るようにしています。その際は、子どもたちの動きに

合わせて保育者間で連携し、一人ひとりの子どもたち

の様子を安全面にも配慮し十分に見守れるようにし

ています。 

・行先は、子どもたちの興味や関心、安全面にも配慮

し選んでいます。例えば、斜面がある場所を選ぶこと

で、十分に身体を動かすという子どもたちの興味や関

心を考慮するとともに、見渡しの良い場所を選ぶこと

で、一人ひとりの子どもたちの様子をしっかりと観察

できるよう、安全面にも配慮しています。 

・子どもの自我の育ちに関しては、共感や代弁、見守

りを大切に関わっています。子ども同士でのぶつかり

合いに関しても、保育者が判断するのではなく、共感

や代弁をすることで子どもたち自身が小さなトラブ

ルを経験できることを大切にしています。 

・子どもの様子については、日々の送迎時や文書と写

真で遊びの過程を示したドキュメンテーションを通

して伝えています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・3 歳児に関しては、保育者がどこまで橋渡し役をす

るかどうかを見極めながら関わることを大切にして

います。子どもから「あれがしたい」「これがしたい」

という想いが出てきた際に、必要に応じて子どもたち

同士の橋渡し役をすることで、子どもの興味や関心が

広がるように配慮しています。 

・4 歳児に関しては、子どもたち同士で橋渡し役がで

きるよう配慮しています。一例として朝の会では、子

どもたちと「やりたいこと」「活動先」等を決める際

に、保育者は一人ひとりの意見を聴き、子どもたちに

「どう思うか？」など提案します。その中で、子ども

は相談する力や対話する力、また保育者をモデルとし
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□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

て学び、橋渡し役をする子どもの姿が見られます。 

・保育者は集団の中で一人ひとりの子どもの個性が活

かされ、子どもたち同士のつながりや相互理解が育ま

れるよう配慮しています。集団として捉えるのではな

く、個と個を生かした個の集まりととらえ、遊びの中

で子どもたち同士が、互いのことを受け入れ、認め合

う関係性が育まれるよう、配慮しています。 

 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・障害のある親子等に配慮し、園内はフラットになっ

ており、玄関から保育室まで車椅子が使用できるよう

になっているなど、施設のバリアフリー化に取り組ん

でいます。 

・園では障害の有無に関わらず、一人ひとりの得意な

面を把握し生かせるよう配慮しています。配慮が必要

と思われる子どもについては、非常勤職員も参加しク

ラスミーティング等で話し合いが行われています。 

・0~2 歳児については個別の記録を記載するととも

に、3 歳児以上についても、指導計画の中にエピソー

ドを通した個別の様子について記載しています。配慮

が必要な子どもに対しての個別の指導計画書等の書

式については現在検討中です。 

・必要に応じて療育センター等と連携し、相談や助言

を受け具体的な保育実践につなげています。 

・今後は、障害のある子どもの保育について、研修等

に積極的に参加し、必要な知識や情報を得ることが期

待されます。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・個々の子どもの様子や確認事項等を記載する登園児

一覧や、職員全体で共有する内容が記載された引継ノ

ート等で一人ひとりの子どもの 1 日の様子を共有し、

1 日の生活を見通して、その連続性に配慮した関りが

できるよう取り組んでいます。また、各種ミーティン

グ等を通して、子どもたちの状況について、職員間の

引継ぎを適切に行っています。 

・朝の時間と夕方の時間に異年齢の子どもが一緒に過

ごす時間があります。また、自然と年上の子どもが年

下の子どもの面倒を見たり、年下の子どもが年上の子

どもの姿にあこがれ、真似てみるなどの姿が見られま

す。 

・保育時間の長い子どもに対しては、エネルギー量が

高いおやつ等の提供を行うとともに、保育者がじっく

りと関わり安心感が持てるよう配慮しています。ま

た、園では塩分とミネラルの補給のため、散歩の前に

みそ汁を飲んだり行先で昆布を食べるなどの取り組

みが行われています。 

・担当の保育士と保護者との連携が十分にとれるよ

う、お迎え時には担当保育士が出来る限り対応できる

よう配慮しています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・子どもが、小学校以降の生活に見通しが持てる機会

として、散歩の際に近隣の小学校の傍を通り見学する

などの取り組みが行われています。また、園では日ご

ろから遊びの中で子どもたち同士で対話することや

相談することなどを通して、小学校以降でも必要とさ

れる「主体的・対話的で深い学び」が実践されていま

す。 

・遊びの中では、落ち葉の数を数えたり、色別に分け

るなど自然物等を通して自然に文字や数字等に触れ

る機会があります。また、陽の当っている場所は温か

いなど、子どもたちの発見や驚きから、科学的な学び

につながるような体験が、遊びの中で数多く行われて

います。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てる機会として、法人の系列園の卒園児の様子

等を伝えています。一例として、小学校就学後も興味

のあることに集中して取り組む姿や、自身で想像し実
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践していく力を発揮している様子などを伝えていま

す。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・一人ひとりの子どもの心身の健康状態については、

登園時の視診や朝の過ごし方等の観察から把握して

います。 

・子どもの体調悪化やけがなどについては、担当保育

者がお迎え前に電話にて連絡し、お迎えの際に経過と

ともに伝えています。 

・子どもの保健に関する計画を作成しています。計画

の内容等は指導計画の健康の欄に反映され、衣服の調

節や体調管理、こまめな水分補給等、具体的な実践に

つなげています。 

・保護者に対し、園での子どもの健康に関する取り組

みについて、園だよりやクラスだより等を通して伝え

ています。また、園生活のしおりにおいて、健康管理

に関することや保健行事に関することが記載されて

います。また、家庭での取り組みとして早寝、早起き

の習慣や、睡眠を十分にとることなど具体的な健康管

理に関する取り組みが記載されています。 

・乳幼児突然死症候群については、午睡時にブレスチ

ェック表を用いて職員間で情報を共有するなど、必要

な取り組みが行われています。 

・感染症が発生した際には、感染症名と感染症に罹患

した人数を記載し玄関に掲示しています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・年に 2 回の健康診断および歯科検診が実施され、健

康台帳および歯科健診記録に記載し職員間で周知す

るとともに、保護者へ結果報告をしています。 

・家庭での生活に生かされるよう保育に有効に反映さ

れるよう、健康診断・歯科健診の結果を踏まえ、給食

だより等で健康管理に関する内容を記載しています。

一例として、子どもの睡眠と食育として、早寝、早起

きや朝ごはんの大切さ等について触れ、家庭での具体

的な取り組みを伝えています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

 

 

 

 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、「保育所に

おける食物アレルギー対応マニュアル」をもとに、適

切な対応を行っています。アレルギー児の食事の提供

については、朝の時点で献立を通してアレルギー献立

の有無を確認します。提供の際は調理スタッフと確認
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もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

B 

 

 

B 

 

し、専用のテーブル、お盆、布巾を準備し名前が書か

れているプレートとともに提供します。 

・現在、アレルギー疾患のある子どもは在籍しており

ませんが、提供にあたっては、保護者に保育・教育施

設におけるアレルギー疾患生活管理指導票の提出や

健康台帳への記載を依頼し、医師の指示のもと、子ど

もの状況に応じた適切な対応を行います。 

・職員は、自治体が主催するアレルギーに関する研修

を受講し、研修で得られた内容について、ミーティン

グ等で共有することで、全職員が必要な知識や情報を

得たり、技術を習得したりしています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、クラスごとに

食育計画を立て実施しています。野菜スタンプやとう

もろこしの皮むき、野菜の塩もみや焼きそばづくりな

ど様々な取り組みが行われています。また、園の玄関

のプランターでは、みかん、きゅうり、ピーマン、ト

マトなどを育てるとともに、園から 20 分程度歩いた

場所にキッズファームと呼ばれる市民農園を借りて、

季節の様々な野菜等を育てています。 

・キッズファームでは、しそやブラックベリー、いち

ご、サトイモ、サツマイモなどを育て、収穫した野菜

等は調理し食事で提供されたり、その場でそのまま頂

いたり、ジャムを作ったりと様々な体験ができるよう

配慮されています。また、月に 1 回畑の日を設け、保

護者の方や地域の方も参加し、一緒に焼き芋等をする

こともあります。さらに畑では、土いじりやどろんこ

遊びを行うなど、日ごろから食について関心を深める

ための豊かな体験ができるよう配慮されています。 

・食具は子どもたち一人ひとりの成長に合わせて、器

の深さや持ち手の大きさなどに配慮しています。 

・4 歳以上は子どもの様子を見て、自分で盛り付けを

することで、個人差や食欲に応じて、量を加減できる

ように工夫しています。 
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16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・入園の際に、離乳食確認表、入園までの生活状況等

の書類を使用し、保護者と家庭で喫食経験のある食材

を確認するとともに、園で提供する食材を伝えていま

す。また、離乳食については提供前に保護者と面談し

形状や量などを確認してから提供するなど、一人ひと

りの子どもの発育状況や体調等を考慮した、献立・調

理の工夫をしています。 

・幼児では、子ども自身が事前に量を調整することが

あります。職員は盛り付けから子どもの食べる量や好

き嫌いを把握し、食べてみることも促しつつ、子ども

の意欲を見ながら調整しています。 

・検食や残食記録をまとめ、献立・調理の工夫に反映

させています。噛むことを大切にし、調理スタッフと

子どもたちの噛み具合を確認し、食材の大きさなどを

調節します。 

・地産地消で地場の野菜を中心に献立を作っているた

め、夏はおくらやツルムラサキ、冬は冬瓜スープやカ

ボチャ、大根の煮物など季節感のある献立となってい

ます。また、おやつに季節の果物やよもぎ団子などの

提供を行っています。行事食としては、ひな祭りのち

らし寿司やお彼岸のおはぎなどを提供しています。 

・調理師は、昼食時、午後のおやつの時間に各クラス

を巡回するなど、食事の様子を見たり、子どもたちの

話を聞いたりする機会を設けています。 

・衛生管理マニュアル、衛生管理チェック等にもとづ

き衛生管理が適切に行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

 

 

B 

 

 

B 

・連絡帳や、日ごろのコミュニケーションを通して家

庭との日常的な情報交換を行っています。 

・年に 3 回程度、各クラスの保護者代表と施設長、主

任が参加し運営委員会を開催しています。その際に、

園の予定を共有するとともに、保育の意図や保育内容

について、保護者の理解を得る機会となっています。 
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解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

 

・保護者の随時保育参加を設け、子どもたちと一緒に

散歩に出かけ、昼食を食べるなどの機会があります。

参加後に保護者に感想を伺うことで、保護者と子ども

の成長を共有できるよう支援につなげています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・年に 1~2 回、個人面談を行い個々の子どもの様子や

家庭状況の把握に努めています。面談は、保護者の就

労等の個々の事情に配慮して、相談に応じられるよう

取り組みを行っています。相談内容は記録され、各個

人ファイルに保管されるとともに、ミーティング等で

共有されています。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援の一環とし

て、年に 4 回程度、保護者同士のつながりや職員との

つながりを深める機会として、ぷるぷるめーぷると呼

ばれる、ファミリーイベントを行っています。イベン

トでは、綱引きやリレー、山登りやクリーン活動と称

したゴミ拾い等が行われています。イベント後に感想

を伺い、感想内容から保護者同士で集まれる場の要望

が出たことから、職員も参加したパパ会、ママ会の開

催につなげました。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・送迎時の保護者と子どもの様子や園生活の中での子

どもの様子等を観察し、普段と違いがないかの確認等

を通して、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう、

家庭での養育の状況について把握に努めています。虐

待等権利侵害となる恐れがある場合には、予防的に保

護者の精神面、生活面の援助できるよう、積極的に話

しかけたり面談の機会を設けるなどの取り組みが行

われています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに施設長に報告、施設長が法人に報告し対

策協議を行う体制が整えられています。また、区のケ

ースワーカーや担当課と連携する体制も整えられて

います。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について、

ミーティング等を通して共有しています。今後は、虐

待対応ハンドブック等を整備し、職員間で共有するこ

とで、虐待等権利侵害に関する理解を促すための取り

組みにつなげることを検討しています。 
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□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・職員は日ごろからクラスミーティングや、めーぷる

ミーティング、また個別の相談等を園長と実施するこ

とで、主体的に自らの保育実践の振り返りを行ってい

ます。 

・振り返りの際は、子どもの活動やその結果だけでな

く、子どもの自発性や心の育ち等の過程に配慮して行

われています。 

・年に 1~2 回程度、施設長と理事長との職員面談を実

施しています。その際に、「できたこと」「成長したこ

と」「保育の課題」「どのような保育を目指しているか」

「日々の努力」等を振り返り、今後の具体的保育実践

につなげられるよう取り組んでいます。また、「めーぷ

る保育園 保育の計画の編成と実施を支える諸条件に

関する評価」と呼ばれる書式を使用し、職員一人ひと

りが自己評価を行っています。 

・「めーぷる保育園 保育の計画の編成と実施を支える

諸条件に関する評価」では、保育目標、保育、行事等

について項目ごとに詳細な内容が設けられ、職員は内

容ごとに、A～D で評価することで、保育の改善や専

門性の向上などの取り組みにつなげています。また各

職員の自己評価にもとづき、室内の環境設定や、より

遊びこむためにはどのようにするのが良いかなど、保

育所全体の保育実践の自己評価につなげています。 

 


